
Ａ. 研究目的

近年､ スモン患者における嚥下障害が注目されつつ

あるが､ その病態は依然不明である｡ 我々は 2014

(平成 26) 年度にスモン患者 10 名に対して最大舌圧

測定を行い､ 本患者では 12.2±5.0 kPa と中等度の低

下が見られ､ 年齢と最大舌圧の間に負の相関を認める

ことを報告した1)｡ すなわち本患者においても加齢に

伴って舌圧が経時的に低下することが予想される｡ 本

研究の目的はスモン患者において加齢に伴う最大舌圧

の変化に及ぼす要因を明らかにし､ 治療介入の可否を

検討することである｡

Ｂ. 研究方法

1 ) 熊本地区におけるスモン患者の検診

令和 2年度に ｢スモン現状調査個人票｣ を用いて､

熊本県在住のスモン患者検診を実施した｡

2 ) 舌圧経時変化の予備的検討について

2014 (平成 26) 年度に最大舌圧を測定したスモン

患者 10 名のうち､ 2020 (令和 2) 年度に同意が得られ

た 3名を対象とし､ JMS舌圧計� (JMS､ 広島､ 日本)

により舌圧を評価するとともに､ スモン現状調査個人

票における body mass index (BMI)､ 歩行・外出・

起立の状況､ 下肢筋力・筋萎縮､ Barthel index (BI)､
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研究要旨

近年､ スモン患者における嚥下障害が注目されつつあるが､ その病態は依然不明である｡

我々は 2014 (平成 26) 年度にスモン患者 10 名に対して最大舌圧を測定し､ 本患者では 12.2

±5.0 kPa と中等度の低下が見られ､ 年齢と最大舌圧の間に負の相関を認めることを報告し

た｡ すなわち本患者においても加齢に伴って舌圧が経時的に低下することが予想される｡ 本

研究の目的はスモン患者において加齢に伴う最大舌圧の変化に及ぼす要因を明らかにし､ 治

療介入の可否を検討することである｡ 2014 (平成 26) 年度に最大舌圧を測定したスモン患者

10 名のうち､ 2020 (令和 2) 年度に同意が得られた 3 名を対象として舌圧を再評価するとと

もに､ スモン現状調査個人票を用いて､ body mass index (BMI)､ 歩行・外出・起立の状況､

下肢筋力・筋萎縮､ Barthel index､ 上肢筋力､ 握力､ 感覚障害､ スモン障害度､ 介護・介助

の必要度､ 介護度を評価した｡ 症例 1 (女性､ 79→85 歳) では最大舌圧が 15.5 kPa から 13.3

kPa へと低下したが､ 症例 2 (女性､ 65→71 歳) および症例 3 (男性､ 77→83 歳) ではそれ

ぞれ 12.4 kPa から 19.1 kPa､ 18.2 kPa から 24.7 kPa へと改善を示した｡ 改善症例では歩行や

外出､ 起立状況が悪化する反面､ BMI や下肢筋力低下､ 下肢筋萎縮の改善の傾向を示した｡

最大舌圧の改善と下肢筋力低下や下肢筋萎縮の改善が関連する可能性があり､ 今後多数例で

の解析が必要と考える｡



上肢筋力､ 握力､ 感覚障害､ スモン障害度､ 介護・介

助の必要度､ 介護度を比較した｡

(倫理面への配慮)

本研究の実施にあたっては､ 熊本大学大学院生命科

学研究部等疫学・一般研究倫理委員会で審査を受け､

承認された (倫理第 938 号および 1408 号)｡

Ｃ. 研究結果

1 ) 熊本地区におけるスモン患者の検診結果について

熊本地区での検診患者数は平成 22年度の 18人をピー

クに下降傾向にあり､ 令和 2年度は 8人､ 検診率は 80

％であった｡ 本年度の検診者の平均年齢は 78.4 歳

(経過 52.4 年) であり､ 多少の上下はみられるものの

高齢化が進行している｡ 本年度の検診場所は､ 新型コ

ロナ感染症の蔓延もあり自宅や施設での実施がなく､

電話での検診が 1 名含まれた (図 1)｡ 本年度の検診

結果として､ 視力障害では ｢新聞の大見出しは読める｣

といった軽度障害の頻度が増加し､ 起立状態では ｢閉

脚位で可｣ 以上の不安定な患者が増加した (図 2)｡

スモン障害度が ｢重度｣ の患者が増加したが､ ｢軽度｣

の患者も増加したことから平均の BI は維持された

(図 3)｡ 食事および移動・歩行､ 入浴､ 用便､ 更衣､

外出全般において介護・介助の必要度が増したが､ と

くに移動・歩行および外出に関して顕著であった (図

4)｡

2 ) 舌圧経時変化の予備的検討について

症例 1 (女性､ 79→85 歳) では最大舌圧が 15.5 kPa

から 13.3 kPa へと低下したが､ 症例 2 (女性､ 65→71

歳) および症例 3 (男性､ 77→83 歳) ではそれぞれ

12.4 kPa から 19.1 kPa､ 18.2 kPa から 24.7 kPa へと改
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図 1 熊本地区におけるスモン検診患者数および
検診時年齢､ 検診場所の推移

図 2 熊本地区におけるスモン検診結果の推移
(視力障害および歩行､ 外出､ 起立)

図 3 熊本地区におけるスモン検診結果の推移
(スモン障害度および Barthel index)

図 4 熊本地区におけるスモン検診結果の推移 (介助必要度)



善を示した｡ この 2症例の改善の要因を明らかにする

ために､ スモン検診の各項目との関連性を評価したと

ころ､ 症例数が少なく統計解析は不能であるものの､

改善症例では歩行や外出､ 起立状況が悪化する反面､

BMI や下肢筋力低下､ 下肢筋萎縮で改善がみられる

印象を得た (図 5)｡ 一方､ 感覚障害については悪化

も改善も混在した｡ また介護・介助の状況についても

むしろ悪化する傾向にあった｡

Ｄ. 考察

これまで我々はスモン患者における嚥下障害に着目

し､ JMS 舌圧測定器を用いた最大舌圧測定を行なっ

た｡ Utanohara ら2)は､ 最大舌圧は加齢とともに低下

すると報告しているが､ 70 歳以上の高齢者であって

も 30kPa 前後の最大舌圧は保持される｡ 我々は平成

26 年に球麻痺を伴う筋萎縮性側索硬化症 (ALS) 患

者､ 伴わない ALS患者､ 封入体筋炎 (IBM)､ スモン､

健常者を対象に最大舌圧を測定した1)｡ 各疾患群で年

齢に有意差は見られなかったが､ 最大舌圧は球麻痺を

伴う ALS 患者で 7.9 kPa､ 球麻痺の自覚のない ALS

患者で 34.4､ IBM 患者 26.7 に対して､ スモン患者で

は 12.2 kPa と中等度の低下が見られた｡ 最大舌圧とス

モン現状調査個人票の各項目との関連性を評価したと

ころ､ 最大舌圧は下肢筋力低下の程度と関連し､ 下肢

筋力低下が高度であるほど最大舌圧が低下することを

明らかにした｡ 最大舌圧と年齢の関連性を検討したと

ころ､ スモン患者において高齢患者ほど最大舌圧が低

下することを見出した｡ すなわちスモン患者において

も加齢に伴って舌圧が経時的に低下することが予想さ

れたが､ 6 年前と最大舌圧が比較できた 3症例の内､ 1

例は舌圧が悪化した一方､ 2 例は改善を示した｡ 症例

が少なく､ あくまでも予備的な検討ではあるが､ 改善

した 2 例では BMI や下肢筋力低下､ 下肢筋萎縮の改

善の傾向を示した｡ 6 年前と最大舌圧が比較できた 3

症例のうち､ 1 例は舌圧が悪化した一方､ 2 例は改善

を示したことから､ 最大舌圧の改善と下肢筋力低下や

下肢筋萎縮の改善が関連する可能性があり､ 今後多数

例での解析が必要と考える｡

Ｅ. 結論

最大舌圧の改善と､ 下肢筋力低下や下肢筋萎縮の改

善が関連する可能性があり､ 今後多数例での解析が必

要である｡
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図 5 2014 および 2020 年度の舌圧測定患者のスモン検診結果


